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三角格子､は除 く)更にan七i-ferrnmagneticmOdelで aniBOtropy の影
響-%調べてみると､横成分が大きい程､Clrie 点が高 くなb､anもi-feI与O

























curie 卓華巌 車 ようO分子場･をfTとして､hl-jLoff/kTとおき､
nearestneighborの数をZとすると､ Z+1個の状態和Zは








<-soz> -≪S.a- ･(ac)Z/Z,<SlZ> --siZ- ･(ac)a/Z｡
そこで､ anもi-ferroに於ける分子場は､













表 Ⅰ (2Kc;anti-ferroの Curie点)一
auther 一 次 .元 二次元正方 .単 純立 方 _-休心立 方
opec土lOWShi 3_19 2.28 1｣53 1_6-3
･KuboJ-obaもa,Ohn02〕 0-784 0一一496- 0.369 0.303
Li3) None .None {し500 0_31-4






ps-塩 rexp(αⅩsIF苧 +a五号 LqJy+ α乞Sfsap)〉8,,m (8)
spin S-1/2のときは､次あ性質によb､ps時もつと簡単紅なる､O即ち








Ⅹ2-(tanka再 anhaz,ta血 ｡x)/(ト もa血 ax紘血 ayta血 az),
Ⅹ-(tanka2r tahhaxtankαyj/(1-もanhaxtankαy七年nhaz),
αⅩ-Ji通T,ay-雛 T,az-J〆姪･ (10)












































Ⅹ-七anbK ∴ tanhKc-1/(Z-1) (Isingmodel)










































21 ,′一 八､ (a-1)もar3ihKc〔(7- 2)-




これは､異方性定数 Tが小さ くなると共に大 きくなる｡これは､自発童化の立














































dC l･67 - r=0･
k tl.06 ･･･r=i
性と共に､比熱のjtmpがどやように変るかを､はつきb見るために､ (22)









i) ferTOの場合と全 く同様にして､Beもhe近似を用いて､ modelden-


















これよb､ feTrO の場合とは逆に､異方性定数 γが小さくなると共に､自発
量化の立ち上Dが急になることがわかる｡ これは､ Tが小さくなると共に､
anもi-ferroの CuTie点が下がることに対応 している. 特に




i-b〕 ㍗-0では､ (貰 〕C-一
MB=NJLoX伝 承苛 ∈∋
五)比熱のju皿p
























二次元正方 ､単 純立 方 体 心立 方





一般 に､ ferroでもanもi-ferroでも､ Zを大 きくした極限では､次のよ
うになるO











出来る｡即ち､ (spin S寸 とする)(lOjのa,Ⅹ1,Ⅹ2,Ⅹ3(童Ⅹ)を用いて
状態和Zは､
Z-TTPs-Tr打syneXP(ax野塩 +αysY藍 +azqzqz,1)








































bergmodeユで bigherspinの場合には､-次元でも (Jx-Jy-0,J2;キ 0)
なるIBingmodelを除いて､異方性のある場合でも)厳密には解けていない.
そこで､Pairproducも densiもy matrixpsを用いて議論することは,大J


























と求まる｡但 し､ iは 1ト2,･･･,2S+1までO 即ち､eigenvalueは }1,
















さて､ 甲囚 - 0
2S
よれ A28+1- .∑ aiAi
l=0



















と表わされる｡(Aの 2S次の多項式 !) fi-を うま く求めるには､ (40)の 年 の




















的 spin.S-1の CaSeo 特にspinS-1の場合をexplici七 に求めて




































した時､ SIPsjZ成分のⅩが､ Tと共払 an七i-ferro では大きくなるからで
ある｡因みに､ ferroでは､ Tと共に Z成分が小さくなD､Curie点が下る｡
最後に､絶えず､親切な御指導を下さった久保免生に深 く感歯致しますO又
有意義な discussion をして下さった横田紀男先生､'1､幡さん､ 金子さんや
久保研の皆様に感謝致 します｡
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